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「東京。をプロデュース 2007」活動終了のご挨拶 
 
東京をプロデュースするのは、誰か？ 
私たちの会の名称に、それが直接書いてあるわけではありません。 
しかしそれは、この１年半の私たちの活動の根底に流れ続けてきた 
スタンスであると思っております。・・・・・「みんなで、一緒に！」 

 
市民自らが、「力を合わせて、都政を変えるチャンスを生かそう！」と呼び

かけた志自体は高い評価を得ましたが、結果はご存知のとおり、失敗です。 
 願いが届かなかった原因を自分たちなりにきちんと話し合っておくこと

が、“これまで培ってきたつながりへの責任”であり、また“次へつなげる礎

石”となると考え、数ヶ月を費やして運営委員会で総括の話し合いを重ねま

した。 
 
 当会では、政党や労組や市民グループに属している方でも一人の市民とし

てこの活動に参加したスタンスを尊重し、それぞれの指摘を敢えて会として

一つにまとめてしまうことをせず、多様な意見のままご紹介することにいた

します。 
 
当会がやってきたことと併せて記録に残すことで、次期のチャンスを生か

そうと思われる方々のご参考になれば幸いです。 
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今度こそ統

一候補を！ 

 

11・26 

大胆シンポ

ジウム 

 
「東京。をプロデュース 2007」   代表 楠 典子 

 
１． やはり首長を替えるしかない 

 私たちのグループは、都立高校の保護者仲間が中心になってスタートしました。 
石原都政のもとで教育現場が思想統制されてゆく危機感を持ち、「学校に自由の風を！」とい

う運動に取り組んでいく中で、次々に起きてくる問題に抗議するだけではとても追いつかない、

やはり首長を替えるしかないと考えるに至ったのです。私たちにとっては自然な流れで、必然的

なものでした。 
 
２． 勝つためには統一が必要 

 石原氏は前回 308万票という圧倒的な票を得て当選していますから、都政を替えたいと思う勢
力が、個人も団体も政党も枠を越えて一つにならなければ勝てないと、素人ながら思いました。

とにかくみんなで一つにつながって力を合わせていきましょう、という呼びかけを始めたのが

2005年の秋でした。 
 
３． 統一のための幅広い呼びかけ 

 イベントの開催やリーフレットやチラシの配布などの活動をしながら、また文化人や学者など

著名な方々に”呼びかけ人”になっていただきながら、賛同者や会員を増やしていきました。最

終的には、映画監督、ジャーナリスト、弁護士や女優さんなどを始めとする３００人くらいの会

になりました。政党では共産・民主・社民・新社会・生活者ネットなどへ、また労働組合にも５

０箇所以上に廻って、ご協力をお願いしました。 
   
４． 吉田さんの立候補 

 私たちは「革新都政をつくる会」へも、催しに度々参加したりしながら、積極的に統一候補づ

くりの提言をしてきました。しかし政党間での統一の動きは生まれず、学者・文化人の方々の動

きもないまま時間ばかりが流れる中、2006 年 10 月、吉田万三さんが立候補を表明されました。
この時私たちはすぐに革新都政をつくる会に伺いましたが、「このまま黙っていては風が起こら

ないので、まずは手を挙げることで風を起こそうと考えている、必ずしも自分の立候補にはこだ

わらない」というのが吉田万三さんのご意思であると伺い、少しほっとしたのでした。 
 
５． 11月の大胆シンポジウムでは希望が持てた 

 その後、民主党も独自候補を擁立する方

針を発表し、私たちは焦りました。そこで

吉田万三さんをはじめ、民主党・社民党・

生活者ネット・新社会党の方々が一堂に会

するシンポジウムを企画し、１１月２６日

に開催したのです。その際、吉田万三さん

は「政策が引き継がれるのであれば、候補

者バトンタッチも可能」とおっしゃいまし

た。「なんなら自分が走りながら接着剤をや

ってもいい」とまで言ってくださったので

す。主催した私たちは勿論、分裂選挙にな
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ることを心配していた参加者の多くが、よい候補者が立てられれば反石原勢力を分散させずにや

っていける可能性があると大きな期待を持ったのです。 
この時、民主党の代表者は候補者の統一には触れませんでしたが、「決して石原氏に擦り寄る

ことはない。」と明言しました。都議会民主党はそれまで石原与党でしたから、この発言は大き

な展望を与えるものでした。他の政党の方々も、統一候補の擁立に尽力することに積極的な姿勢

を示してくださったので、私たちは希望を持ち続けることができたのです。 
 
６． 市民が候補者を探すしか道がない 

 しかし、大胆シンポジウムの発言から、統一が望ましいとしながらも政党自身が統一に向けて

他の党と積極的に話し合うという状況ではないことが分かりましたので、私たち自身で統一候補

を探そうと思い定めました。賛同者のアンケートや会議での希望を元に候補者の交渉を始めたの

は、１２月に入ってからでした。 
 私たち一般市民感覚からすると、とにかく知名度のある人だと考え、ニュースキャスターなど

１０人以上の方に同時進行でアタックを試みましたが、出馬を快諾してくれる方は見つかりませ

んでした。 
 １月末になっても候補者は決まらず、良いお返事を期待していた著名な方からも断られてしま

い、私たちは追い詰められる思いで、２月になってもまだ他の方々への打診を重ねていました。 
 民主党の党内から候補者が出されてしまったら、共産党推薦の吉田万三さんとの分裂選挙は必

至です。2月末の民主党都連大会では候補者をお披露目するとのことでしたので、その前までに、
とにかく政党人ではない人に立候補してもらわなくてはなりません。残り時間わずかのこの時点

で最も求められる人物は、即決力のある方で、かつ伏魔殿と言われる議会や都庁でもその力を発

揮できる実力者でなければならない・・となると実績のある知事経験者だと考えたのです。 
 
７． 浅野さんとめぐり合う 

 知事経験者となると挙げられるのは４人くらいです。その中でも、要望が多く反対の声もなか

った浅野史郎さんにご連絡したところ、幸運にもすぐに直接お会いすることができました。事前

に手分けして著書を拝読し予習をし予感していましたが、お会いして、浅野さんは本当にとても

期待できる方だと実感しました。 
 面談の際、浅野さんからは、「東京の諸問題を意識してはいても、自分が東京都知事になると

いう必然性は感じられない。みなさんに期待されるのは光栄だが、正直、今の私の生活は平和で

安定している。妻が一番ホッとしているところ。その妻を説得してまで自分が立候補するという

心の声が聞こえてこない。」ということでした。それも当然だと思いましたが、正義感・使命感

が強い方だということ、できない理由が百あってもやるべき理由が一つでもあればやるのだ（ご

著書より）というのが信条という方ですから、その理由を私たちが浅野さんに納得できるように

届けられれば、心を動かしてもらえるに違いない、と確信したのです。 
 
 世間にお名前が出て不利益があってはいけないのでお尋ねすると、「別に失うものは何もない

から平気。でも、それで引き受けるかどうかは約束できないよ。」とのご返事でした。浅野さん

ご自身からご了解を得たので、早速、私たちは、会のメンバーへは勿論、広範な人々に呼びかけ

て、浅野さんにラブメールを送ったり、新しい知事募集の街頭宣伝をしたり、浅野さんの追っか

けをして訴えたり、緊急集会を開いてアピールしたり、と浅野さんのハートに火をつけるラブコ

ール運動をしました。そして同じ時期に行われた「浅野史郎さんのハートに火をつける会」で合

流した方々と共に、更に大きな展開をしていくことができました。 
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 浅野さんとお目にかかった直後、私たちは浅野さんが信頼されている友人の方ともお話するこ

とができました。浅野さんは日本の右傾化と憲法「改正」を憂えていらっしゃること、「日の丸・

君が代」の“強制”についても反対であること、私たちの会の政策スタンスである「誰もが安心

して暮らせる社会、東京を」について、「もう一歩踏み込んで、いちばん弱い立場の人が安心し

て暮らせる社会をつくることが政治だ」とのお考えであることを知り、感動しました。 
 また、私たちは統一のことを念頭においていましたので、吉田万三さんが出していた三つの政

策方針をお見せしたのですが、「これらは、浅野自身が宮城県政十二年間でやってきたことと一

致している」とのご見解でした。 
 
８． 浅野さん擁立前の統一への働きかけ 

 私たちは、浅野さん擁立運動を開始する前に、革新都政をつくる会と民主党に連絡をいたしま

した。 
民主党へは、浅野さん擁立ができそうだから党内候補は出さないで欲しいと申し入れました。 
革新都政をつくる会へは、浅野さん擁立を目指す理由や経緯の説明に参りました。「なぜ吉田

さんも統一候補の俎上に上がらないのか」とも問われましたが、「吉田氏の政策は素晴らしい。

しかし、私たちはどうしても勝ちたい。統一しなければ勝てないことは明白なのだから、現実的

には共産党一党の推薦で出馬表明した吉田氏より、どこの推薦も取らない浅野氏の方が、統一候

補でいける可能性が高い。」とお答えしました。また、早急に浅野さんがバトンタッチできる統

一候補かどうか判断いただきたいので、浅野さんを古くから知る人とも会っていただけないかと

申し入れました。しかし、革新都政をつくる会からは、出馬を決めてもいないのに会っても意味

がないとのご返答でした。私たちはまずは、浅野さん擁立に全力投入することにして、後日、革

新都政の会との橋渡しをしっかりするつもりでおりました。 
 
９． 統一構想は不発に終わった 

しかし、その後の展開は予想外のものでした。まず、民主党が浅野さんに出馬要請というスク

ープ記事が流れました。浅野さん本人がその後はっきりと要請を断ったにもかかわらず、マスコ

ミは二大政党論の構図で報道を続けました。 
そしてやっと浅野さんのハートに火をつけることができたと喜び、正式な立候補表明を心待ち

していたところに、突然、３月２日の『赤旗』記事。浅野さんを「石原と変わらない、政治の中

身は自民党より自民党型」などと厳しく批判する志位さんの談話が載っていたのです。 
 
 共産党陣営の方々から言わせれば、私たちは、石原以上のネオリベ候補を擁立したということ

になってしまったようでした。浅野県政が、実際に「赤旗」に書かれている通りだったなら、私

たちはとんでもない人を都知事にしようとしていることになりますから、急いで仙台まで赴き、

県庁（選挙管理委員会、宮城県保健福祉部国保医療課、健康福祉課、資料室など）や共産党、社

民党、無所属議員の方などを訪ね、直接お話を伺ったり、資料をいただいたりして、私たちなり

に証左を試みました。そして、赤旗の記事が、恣意的なデータの切り取り方であるとわかった点

については、すぐに反論しました。 
 

選挙期間に入っても、私たちは＜革新都政をつくる会＞の構成団体を

廻って、不当な浅野さん批判はやめて欲しい、統一は無理だとしても石

原都政を終わらせる為にエールを送り合いましょう、と必死に訴えまし

た。 
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 私たちは、告示日以降も、なお統一にこだわるべきか、それとも会を解散すべきか、浅野さん

支援をしていくべきか、議論は揺れました。結局、最後まで統一志向を貫くことになりましたが、

事実上の分裂選挙となってしまった状況で、反石原陣営の一方を支援することに抵抗を感じる会

員もいて、会としてはどちらにも加担できず、「個人としての支援」と位置づけました。浅野さ

ん擁立に動きながら、会として浅野さん支持を全面化できなかったことの苦渋は、今もなお残っ

ています。 
 
 また、共産党の浅野批判は、私たちが＜学校に自由の風を吹かせる＞運動を共にしてきた仲間

たち、一番手をつなぎたかった人たちとの関係に亀裂を生じさせました。私たちはどうしても勝

ちたいという思いの強さだけで走り続けてきましたが、統一できないばかりか、最も力を合わせ

たかった人々との間がギクシャクするという、予想外の悲しい現実の前で、最高潮になるべき選

挙戦本番時に、私たちの運動の勢いは失速していきました。 
 
10． 政治を諦めるな                      

  石原都政に終止符を打てなかった悔しさは勿論のこと、統一できなかったことで思いもしな

かった亀裂がいたる所で生じた辛さ、市民が精一杯頑張ったのに、マスコミと政党の思惑に振り

回されてしまったことへの無力感に、一時打ちひしがれました。 
 
 しかし今回の結末は、やはり統一しなければ勝てないことや、市民がマスコミや政党も味方に

するだけの力と戦略を持たねばならないことを教えてくれているのだと思います。早い時期から

余裕をもって準備を進め、相当広範なネットワークを作り、学習会や討議も重ね、学者や文化人

の方がたにも協力いただき、戦略や擁立運動も一緒に組み立てることができれば、統一は夢では

ないでしょう。 
 
「政治を諦めるな」という浅野さんの言葉は、この結果においてもますます的確なメッセージ

であると思います。そう、私たちは絶対に諦める訳にはいかないのです。自分たちで終わりじゃ

ない。子どもたちの今と未来に大人としての責任が、そして、日本や世界のために都民としての

責任が、あるのですから。 
 

 




